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1原子力機構  

加圧水型軽水炉（PWR）一次冷却系の溶存 H2濃度の最適化に向けて、冷却水中での腐食電位（ECP）の解

析的評価を進めている。その一環として、PWR 一次系の高 pH 条件でのラジオリシス現象について解析的に

調べ、酸化剤生成メカニズムの検討を行った。 
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1. 緒言 

国内 PWR では、PWSCC の抑制や更なる被ばくの低減を目指して、一次冷却系の溶存 H2 濃度の最適化が

検討されている。本研究では、PWR 一次系環境の ECP の解析的評価手法の確立のため、PWR 一次冷却系で

の高 pH やホウ素由来のα線の影響を考慮したラジオリシス解析手法を整備し、ECP 解析の入力パラメータ

である酸化剤生成量の計算を行っている。これまでの解析により、pH の上昇に伴い酸化剤である H2O2 濃度

が抑制される傾向が示されたことから、本稿では高 pH 条件を対象としたラジオリシス解析による H2O2生成

メカニズムの検討を行った。 

2. ラジオリシス解析 

 ラジオリシス解析コードを使用し[1]、表 1 に示すプライマリ収

率に基づき各放射線がラジオリシスに与える影響を評価した。解

析に使用した線量率を表 1 の最下段に示す。線量率等の条件は

INCA ループにおける PWR 水化学試験データを基に設定した[2]。 

3. 結果と考察 

290C で pH を変化させたラジオリシス解析を行ったところ、高

pH 条件で H2添加時に水和電子（eaq
）の増加が確認された（図 1）。

ラジオリシスでは H2はOH との反応（H2 + OH  H + H2O）での

み分解する。この反応で生成

する Hの反応経路を調べた

ところ、高 pH では Hと OH

の反応（OH + H  eaq
 + 

H2O）が加速し、eaq
が増加す

ることが分かった。eaq
と OH

は、H2O2 の補足剤であるた

め、高 pH 条件で H2O2濃度が

低下するものと考えられる。 
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表 1 各放射線による化学種のプライマ
リ収率（個/100eV）及び線量率 

図 1 照射下における化学種の濃度の水素添加量依存性（左：中性条件、右：ア
ルカリ性条件） 
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